
「小さな学校」 校長 高 田 和 也

９月２８日（日）に開催しました本校の学芸会は、多くの方に参加いただき、無事に終了いたしました。ご

来校いただいた皆さん、誠にありがとうございました。子どもたちは、持てる力を出し切り、練習の成果を発

揮していました。今回の学芸会のスローガンは「協力＋力力力力力（ごにんのちから）」でした。合唱やダン

ス、劇などは一人ではできません。５人いるだけでも成立しません。そこには、まさに「協力」がありました。

５人でもこんな素敵な学芸会ができるんだ、と改めて考えさせられました。さらには、地域・保護者の皆さん

の協力、教職員の団結も加わり、目梨泊小学校に関わるみんなで実現した学芸会でした。

さて、少し話は変わりますが、ご存じの通り、私は今年度から校長になりました。校長１年目ですので、道

教委主催の研修を受けねばなりません。（以前は、全道の校長１年生が札幌に集まり研修を受けたそうですが、

新型コロナ以降はいわゆる「リモート」で行われる形になり、個人的には少々寂しく思っています。）リモー

ト研修の場で、他の校長１年生の方々と協議する場面も多いのですが、自己紹介する際に本校の全校児童が５

名であることを告げると、たいてい「えっ！？」と驚かれます。（そんな時には「校長やってるんだから、そ

んな学校があることも知っておきなさいよ」と心の中でつぶやきますが…）高田調べによると本校は今年度、

道内で４番目に少人数の学校です。１番の学校は全校児童２名でしたので、上には上が（？）あるものです。

そんな小さな学校ですが、小さな学校ならではの、目梨泊小でしかできないことをたくさんやっていきたい

と思っています。統合も決まっており、ここよりは大きな学校へ行くことになる子どもたちです。５人だから

できない、ではなく「５人だからこそできる」を教職員一丸となって追求していきます。（今回の学芸会もそ

の一つだと考えています。）

５人が毎日楽しく来られる学校をめざして日々取り組んでいます。地域の方々にご協力いただく場面もあり

ますが、今後ともご支援ご協力のほど、よろしくお願いいたします。

○目梨泊小学校ホームページ

毎日更新めざして活動中です！

右のQRコードからアクセスできます。

もしくは「目梨泊小学校」で検索を！ □※ もよろしくお願いします！



１１月の行事予定
３日（月） 文化の日 ２０日（木） 職員会議

８日（土） アウトメディアチャレンジ ２１日（金） 小中連携研究会（小小交流）

１０日（月） 個人懇談① ２３日（日） 勤労感謝の日

１１日（火） 個人懇談② ２４日（月） 振替休日

１２日（水） おおぞら号 食の指導 ２５日（火） 小学校適正規模・適正配置準備委員

１４日（金） 児童会⑮ けテぶれ旬間（25日まで） 会の設立に向けた説明会

１７日（月） 貯金日 ２６日（水） おおぞら号

大成功！学芸会

９月２８日（日）に学芸会を開催しました。多くの方に見ていただき、

子どもたちもうれしそうだったのが印象的です。５人の力をひとつに合

わせた演目の数々。地域・保護者のみなさんの協力のおかげもあり、学

芸会は大成功でした。準備期間から、子どもたちは本当によくがんばり

ました。来年度に向けて改善できるところは見直し、より良い学芸会を

作っていきます。

鮭捌き体験
１０月７日（火）目梨泊小学校恒例の鮭捌き体験

が行われました。小学生が自分で鮭を１尾捌くとい

う大変貴重な経験をすることができました。捌いた

鮭は、保護者の方々によりおいしく調理され、参加

した全員で頂きました。来年は、鮭とばづくりをす

る予定です。楽しみですね。小さい学校ならではの

活動です！

総合発表会
１０月１７日（金）には、オホーツクミュージア

ムにて、総合的な学習の時間に調べたことの発表会

を行いました。目梨泊遺跡の発掘体験で気になった

ことや、オホーツク文化について調べたことを、高

畠館長さんに聞いてもらいました。一人ひとりが

iPadを使ってミュージアムの大画面で発表すると

いう貴重な体験ができました。


